
知的財産データ 

発明者 
整理番号

： 能勢 隆、伊藤 彰則、千葉祐弥
： S20-017

大規模感情音声コーパス JTES
AIや音声認識の研究開発で利用可能な日本語発話データベース

AIなどを利用した音声対話システム（チャットボットを含む）の多くは、発
話内容の言語的情報のみを扱い対話が行われている。そのため対話内容によ
っては、対話が成り立たない場合や対話の不自然さを感じる場合があるといっ
た課題があった。
JTES（Japanese Twitter-based Emotional Speech)は入力さ
れた音声の声色等から感情を推定する「感情認識」、感情音声の入力に対
して音声の認識を行う「感情音声認識」、感情の乗った音声を合成す る「
感情音声合成」を実現する音声対話システムに利用するための汎用 感情
音声コーパスである。具体的には、一般話者の4感情（喜び、怒り、悲し
み、平常）の各50文を100名（男女50名ずつ）が発話した 20,000
発話（23.5時間）が収録されている。
JTESは、実現することが可能である高精度の感情認識や、表現豊かな
合成音声の研究開発に利用することができる。

概要

 音声感情認識
 対話型AI（チャットボット、対話ロボット、対話型ゲーム、etc）
 感情音声合成

東北大学技術紹介

性能・特徴等

応用例

お問い合わせ 

株式会社東北テクノアーチ
TEL ０２２－２２２－３０４９ お問い合わせフォームは こちら

指標 精度

感情認識率 73.5%

感情音声認識単語誤り率（WER） 8.0%

感情音声によるモデル学習の感情音声認識における有効性の検証するこ
とにより、感情音声認識による本コーパスの評価を行った。

特に感情認識においては、ディープラーニングにより人間による認識率
（75%）に近い認識精度を達成した。

また、感情音声合成においても客観・主管評価から感情音声を用いて合成
することの有効性があることが示された。

本コーパスの導入検討のために、音声データサンプルおよび使用許諾に
関する諸条件を記載したタームシートを提供可能です。
サンプル及びタームシートをご希望の場合はお問い合わせください。

https://www.t-technoarch.co.jp/contact.html?anken=S20-017
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